
舞鶴引き揚げの日

平 和未来フォーラム

特 別企画展「世界の記憶」

　まちぐるみで目指したユネスコ世界記憶遺
産登録の意義を振り返り、世界の恒久平和を
願い市民の皆さんと未来を担う次世代と一緒
に考える「平和未来フォーラム」を開催。

【日時】10月10日㈯13時～ 15時30分
【場所】総合文化会館
【内容】登録後の5年間の取り組みの紹介や中学
生・高校生による平和への取り組み発表など

　国内の世界記憶遺産登録資料の御
みどうかんぱくき

堂関白記
や慶

けいちょういおうしせつ
長遣欧使節関係資料など7件を紹介。

【日時】12月20日㈰まで、９時～ 17時
【場所】引揚記念館
【その他】入館料が必要

10 月7日は舞鶴引き揚げの日

　「舞鶴引き揚げの日」制定をきっかけに、引
き揚げの史実をまちぐるみで次世代へ継承す
る取り組みを実施していくため、昨年度から

『「舞鶴引き揚げの日」協働で目指す市民認知
度100％プロジェクト』を実施。プロジェク
ト２年目となる今年の主な事業は次のとおり。
�「舞鶴引き揚げの日」セレモニー
　10月７日㈬13時15分から折り鶴アートの
披露などを行うセレモニーを開催。
�舞鶴引き揚げ折り鶴アート
　皆さんから応募してもらった折り鶴で「舞鶴引
き揚げの日」ロゴをかたどる折り鶴アートを作成。
�小・中学校給食での「引揚メニュー」の提供
　舞鶴引揚援護局で引揚者をもてなした「引
揚メニュー（カレー汁とアジの天ぷら）」を市
内の小・中学校給食で提供します。

～市民認知度100％プロジェクト～
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朝来消防団で初の女性団員として入団し、広報紙の作成などを担当。昨年の11月に

は、舞鶴市女性消防隊の一員として京都府代表で、全国女性消防操法大会に出場。ＦＭ

まいづるの防災サポーターとしても活動するなど、さまざまなことにチャレンジする

林さんに、消防団活動のやりがいなどを伺いました。

地域防災のために私ができること

朝来消防団

林 晴美 さん
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　関東以西・四国・九州の低山地の日当たりの良い林縁などに生
える落葉低木。自らも葉緑素を持つが、モミなどの根に半寄生し
成長する。枝はよく分かれ、水平か、やや垂れ気味になる。葉は対
生し、長さ３～８㌢の長楕円形で先は尾状に尖る。雌雄異株。初夏、
枝先に淡緑色の小さな花を付ける。雄花は数個集まって付き、雌
花は枝先に１個咲き、葉のような苞

ほうよう
葉が４枚付く。

　名前の由来は、羽状に成長した苞葉を付けた果実が「羽根突き」
の羽根に似ていることから。

【協力】 瓜生勝朗／文化財保護審議会委員（植物分野）
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